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内部統制活動の改善を、モデルベースト経営を活用して推進する。
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• モデルベース（model based）経営を行うことによる
内部統制活動の改善を目指す

概要

リスク・アセスメント

3点セット整備、J-SOX対応

リスク発生･
抑止のメンタ
ルモデル

SDモデル

制約条件

シミュレーション

高リスクな戦略課
題

戦略展開

視覚化

因果関係、
指標管理

BSC活用

組織展開

仮想経営
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• 法令を守りながら効率的に事業を進めるために設ける、
ルールや手続きなど社内管理の仕組み

• 本論は、業務プロセスの信頼レベルを維持するという　　　
リスク・マネジメントを機能させる統制活動に関する。

• 文書化整備後の運用には効率的・継続的なリスク・マネ
ジメントが求められる（外部環境変化、内部環境変化）

• ＳＤによる経営シミュレーションを活用した仮想経営への
取り組みを志向する

• 事前のリスク評価は企業にとってはプラスとなる
• ＳＤを活用して内部統制の事前評価と統制施策の評価・
策定を行う

内部統制とSD
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• 不祥事発生対応には企業存続リスクが伴う　　　　
戦略課題のリスク・マネジメントにはＢＳＣが有効

• ＢＳＣの設計にＳＤを用いることにより、ＢＳＣの指標
の挙動を視覚的できる

• ＳＤによる繰り返しシミュレーション、　　　　　　　　　　
リスク要因を統制するフィードバックを加え、　　　　　

施策の試行錯誤が仮想経営を可能にする

• ＳＤを内部統制に関するＢＳＣの設計と運用に適用、
最適化と視覚化の観点から、有効性に期待

内部統制に関するＢＳＣ設計にSDを活用
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• メンタルモデル：不祥事の発生･統制の仕組み理解
• モデルの作成：不祥事のリスク要因とコントロール要　
　　　　　　　　　因をつなげたモデル作成

• SDモデル活用：内部統制にかかる費用を最適化、
　　　　　　　　　　 統制施策の事前評価

• 視覚化：指標の挙動をシミュレーション。　　　　　　　
　　　　　統制投資とリスクによる損失費用を視覚化

• BSCの活用：戦略課題の統制施策の　　　　　　　　
　　　　　リスク・マネジメントにＢＳＣを活用

統制施策の策定プロセスの改善の流れ
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BSC（バランスト・スコアカード）へのSD活用例

Ⅰ

学習・成長社内プロセス顧客財務戦略

Ⅰ

学習・成長社内プロセス顧客財務アクションプラン戦略

統制投
資額

スルー

プット

損失費用

顧客の信頼指標

ステークホ

ルダー指標

システムの
信頼レベル

先行指標

制約条件の
信頼レベル

リスクリテ
ラシー向上

制約条件
アセスメ

ント改善

ルール改訂頻度

リスクマネジメ
ント教育

社外変化対応レ
ベル

不祥事件数

・・・ １．・・・

２．・・・

３．・・・

Time リスク損失 統制投資 スループット 顧客 リスクリテラシーシステム信頼度不祥事件数 制約条件 先行指標 ステークホルダ)アセスメント

2006年1月
2006年4月
2006年7月
2006年10月
2007年1月

0
1,775
3,174
4,494
4,971

0
5,600
9,560

14,420
16,500

0
3,824
6,385
9,925

11,528 

1.00
0.93
0.90 
0.99
0.94 

1.00
1.0
1.0
1.0
1.0 

1.00
1.05
1.10
1.15 
1.20 

0.00 
0.00 
0.00 
0.00 
0.00 

0.80 
0.85 
0.89 
0.93 
0.96 

1.00
1.20 
1.25 
1.20 
1.01  

1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 

1.00
1.05  
1.10 
1.15 
1.20 
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リスク管理の因果関係図
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不祥事発生･抑制のメンタルモデル(1)
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不祥事発生･抑制のメンタルモデル(2)
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プロセスの
信頼レベル

脆弱性

リスクの重大さ

リスク発生確率

稼動による利益

リスク発生
による被害

稼動持続

回復ま
での時
間

メンテ必要資源

故障率

回復率

メンテ投入可能資源

－

－

アセスメント頻度

－ ＋

－

＋

＋ ＋

＋
＋

＋

－

企業文化・インフ
ラがリスクに敏感

＋
＋

＋＋

リスクに挑戦

－

－
＋ －

＋
－ B

プロセスの信頼レベルとリスク発生の因果関係図
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信頼レベルと費用の関係

信頼レベル1

故障率1

故障遅れ1

故障1

投入可能資源1

回復までの期間1

メンテ必要資源1

意思決定閾値1

統制1

回復1

上レベル1
入力1

平均1

偏差1

統制費用1

統制費用フロー1

損失費用1
損失フロー1

リスク発生確率1 リスク1 リスクの大きさ1

損失発生1

安全レベル1

リスク平均値1

リスク標準偏差1

1st qt 2nd qt 3rd qt 4th qt
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

信頼レベル

不信頼レベル

1st qt 2nd qt 3rd qt 4th qt
0

損失費用

統制費用

プロセスの挙動検討のための簡単なSDモデル
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信頼レベルに応じた統制活動

信頼レベル1

故障率1

故障遅れ1

故障1

投入可能資源1
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統制1

回復1
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平均1
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統制費用1

統制費用フロー1

損失費用1
損失フロー1

リスク発生確率1 リスク1 リスクの大きさ1

損失発生1

安全レベル1

リスク平均値1

リスク標準偏差1
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複数のプロセスの連結からなる業務システムと制約条件

プロセス
３

プロセス
１

プロセス
２

対象システム

プロセス
３

プロセス
１

プロセス
２

対象システム

プロセス
３

プロセス
１

プロセス
２

対象システム

方針・体質が
制約の場合

プロセスが制約
の場合
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プロセス１

プロセス２

プロセス３

システム信頼度

統制投資

リスク損失

リスクリテラシー

総投資

制約条件

スループット

信頼レベルa

故障率a

故障遅れa

故障a

投入可能資源a

回復までの期間a

メンテ必要資源a

意思決定閾値a

統制a

回復a

上レベルa
入力a

平均a

偏差a

統制費用a

統制費用フローa

損失費用a
損失フローa

リスク発生確率a リスクa リスクの大きさa

損失発生a

安全レベルa

リスク平均値a

リスク標準偏差a

信頼レベルb

故障率b

故障遅れb

故障b

投入可能資源b

回復までの期間b

メンテ必要資源b

意思決定閾値b

統制b

回復b

上レベルb
入力b

平均b

偏差b

統制費用b

統制費用フローb

損失費用b
損失フローb

リスク発生確率b リスクb リスクの大きさb

損失発生b

安全レベルb

リスク平均値b

リスク標準偏差b

信頼レベルc

故障率c

故障遅れc

故障c

投入可能資源c

回復までの期間c

メンテ必要資源c

意思決定閾値c

統制c

回復c

上レベルc
入力c

平均c

偏差c

統制費用c

統制費用フローc

損失費用c
損失フローc

リスク発生確率c リスクc リスクの大きさc

損失発生c

安全レベルc

リスク平均値c

リスク標準偏差c

制約a

制約b

制約c

プロセス
３
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対
象
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制約とスループット、先行指標による統制
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今後の活動

不祥事により経営基盤が大きく揺らぐ事態に
　追い込まれている企業が続出している中で、

　ＳＤを活用した統制活動の効果を期待する。

不祥事に関する危機管理要因は多く、　　　
　対処すべき課題は組織により異なるが、　　
　共通点も多い。

　　①組織の課題に合うよう汎用性のある　　　
　　　モデルに発展させたい。

　　②モデルの精緻化と定量化を進めたい。


